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凡
例
に

よ
る
と
「
本
書
は
、
日
本
の
辞
書
お
よ
び
そ
の
歴
史
を
概
説
し

た

第
一
部
と
、
主
要
な
辞
書
を
簡
潔
に
解
説
し
、
そ
の
図
版
を
掲
出
し
た

第
二
部
か
ら
な
る
」
著
述
で
あ
る
。
本
学
の
山
本
真
吾
氏
も
項
目
を
担
当

し
て
い
る
。
目
次
を
掲
出
す
る
。

凡
例

第
一
部
　
日
本
辞
書
概
説

1
　
辞
書
の
定
義
と
分
類

2
　
日
本
に
お
け
る
辞
書
の
歴
史

第
二
部
　
主
要
辞
書
解
説

123456

新
訳
華
厳
経
音
義
私
記

新
撰
字
鏡

本
草
和
名

和
名
類
聚
抄

類
聚
名
義
抄

大
般
若
経
字
抄

7831　30　29　28　27　2625　24　23　22　21　20　19　18　17　16　15　14　13　12　11　10　9

法
華
経
単
字

色
葉
字
類
抄

字
鏡
抄

聚
分
韻
略

倭
玉
篇

下
学
集

節
用
集
（
古
本
節
用
集
）

温
故
知
新
書

塵
添
塩
嚢
抄

日
本
寄
語

落
葉
集

日
葡
辞
書

片
言

訓
蒙
図
彙

真
草
二
行
節
用
集

合
類
節
用
集

和
漢
音
釈
書
言
字
考
節
用
集

早
引
節
用
集

和
字
正
濫
抄

和
漢
三
才
図
絵

唐
音
和
解

雑
字
類
編

僅
諺
集
覧

物
類
称
呼

和
訓
栞
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50　49　48　47　46　45　44　43　42　41　40　39　38　37　36　35　34　33　32

雅
言
集
覧

訳
鍵

和
蘭
字
彙

英
和
和
英
語
彙

英
和
対
訳
袖
珍
辞
書

英
華
字
典

和
英
語
林
集
成

語
彙

附
音
挿
図
英
和
字
彙

和
漢
雅
俗
い
ろ
は
辞
典

言
海

日
本
大
辞
書

大
日
本
国
語
辞
典

大
字
典

大
漢
和
辞
典

広
辞
苑

日
本
国
語
大
辞
典

新
明
解
国
語
辞
典

大
辞
林

参
考
文
献

書
名
・
人
名
索
引

　
目
次
を
見
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
日
本
に
お
け
る
主
要
な
辞
書
が
網

羅
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
ら
の
項
目
の
中
で
、
山
本
氏
が
執
筆
さ

れ
て

い

る
の
は
、
第
二
部
の
「
1
　
新
訳
華
厳
経
音
義
私
記
」
、
「
6
　
大
般

若
経
字
抄
」
、
「
7
　
法
華
経
単
字
」
、
「
1
0
　
聚
分
韻
略
」
、
「
1
4
　
温
故
知

新
書
」
、
「
1
5
　
塵
添
塩
嚢
抄
」
、
「
3
1
　
和
訓
栞
」
、
「
4
5
　
大
字
典
」
、
「
4
6

　
大
漢
和
辞
典
」
、
「
狙
　
日
本
国
語
大
辞
典
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
見

る
前
に
「
第
一
部
　
日
本
辞
書
概
説
」
（
沖
森
卓
也
氏
執
筆
）
を
見
て
お
き

た
い
。

　
そ
こ
で
は
「
1
　
辞
書
の
定
義
と
分
類
」
、
「
2
　
日
本
に
お
け
る
辞
書

の
歴
史
」
と
章
立
て
ら
れ
、
さ
ら
に
細
か
く
節
が
改
め
ら
れ
て
い
る
。
1

節
「
辞
書
の
定
義
と
そ
の
範
囲
」
で
は
、
辞
書
が
「
あ
る
基
準
に
よ
っ
て

選
ば
れ

た
語
彙
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
、
引
き
や
す
い
よ
う
に
一
定
の
順

序
に

配
列

し
た
書
物
の
こ
と
」
と
定
義
さ
れ
、
「
①
誰
が
，
②
ど
の
よ
う

な
時
に
，
③
ど
の
よ
う
な
目
的
で
使
用
す
る
か
に
よ
っ
て
」
辞
書
の
性
格

が
異
な
る
と
し
て
い
る
。

　
つ
い
で
2
節
「
辞
書
の
分
類
」
で
は
、
一
般
に
馴
染
ん
だ
「
辞
典
」
「
事

典
」
「
字
典
」
と
い
う
3
分
類
を
揚
げ
、
「
辞
典
」
を
「
コ
ト
バ
典
」
と
も

い
う
「
語
句
の
意
味
内
容
や
用
法
を
記
述
し
た
も
の
」
と
し
て
、
国
語
辞

典
を
そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
ま
た
、
「
事
典
」
は
、
「
コ

ト
典
」
と
も
い
う
「
事
物
や
事
柄
を
表
す
語
に
つ
い
て
解
説
し
た
も
の
」

と
し
て
、
百
科
事
典
の
よ
う
な
も
の
が
あ
た
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
字

典
」
は
、
モ
ジ
典
と
も
い
う
「
漢
字
に
関
す
る
も
の
で
は
漢
和
辞
典
が
そ

の

代
表
的
な
も
の
」
と
し
、
さ
ら
に
い
く
つ
か
の
分
類
法
を
紹
介
す
る
。

　
さ
ら
に
3
節
「
日
本
語
辞
書
の
分
類
」
と
し
て
、
日
本
語
で
見
出
し
語

を
立
て
、
日
本
語
で
説
明
し
た
も
の
を
、
「
日
本
語
辞
書
」
と
位
置
付
け
、

内
容
上
の
分
類
を
試
み
て
い
る
。
附
録
と
し
て
〈
国
語
辞
典
の
見
出
し
語

数
〉
を
載
せ
る
。

　
「
2
　
日
本
に
お
け
る
辞
書
の
歴
史
」
に
な
る
と
、
「
1
　
8
世
紀
ま
で
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（奈
良
時
代
以
前
）
」
、
「
2
　
9
世
紀
か
ら
1
2
世
紀
ま
で
（
平
安
時
代
）
」
、

「
3
　
1
3
世
紀
か
ら
1
6
世
紀
ま
で
（
鎌
倉
・
室
町
時
代
）
」
、
「
4
　
1
7
世

紀
か

ら
1
9
世
紀
中
ご
ろ
ま
で
（
江
戸
時
代
）
」
、
「
5
　
1
9
世
紀
中
ご
ろ
か

ら
現
代
ま
で
（
明
治
以
降
）
」
と
分
け
て
、
各
時
代
毎
に
代
表
的
な
辞
書

を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
「
第
二
部
　
主
要
辞
書
解
説
」
に
解
説
が

あ
る
も
の
に
は
「
＊
」
が
附
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
日
本
の
辞
書
全
体

の
歴
史
の
中
で
、
つ
ね
に
位
置
付
け
を
確
認
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
の
書
物
を
経
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
辞
書
の
歴
史
を
大
き

く
捉
え
な
が
ら
、
各
々
の
辞
書
の
情
報
を
も
熟
知
し
得
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
「
主
要
辞
書
解
説
」
に
移
り
た
い
。
各
項
目
の
そ
れ
ぞ
れ
に
【
概

観
】
、
【
成
立
】
、
【
内
容
】
、
【
諸
本
】
、
【
図
版
解
説
】
、
図
版
が
掲
載
さ
れ

て

い

る
。
【
概
観
】
で
は
、
そ
の
辞
書
の
基
本
的
な
解
題
、
及
び
、
位
置

付
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
「
1
　
新
訳
華
厳
経
音
義
私
記
」
で
は
、

「我
が
国
で
編
纂
さ
れ
た
音
義
と
し
て
は
現
存
最
古
」
、
「
6
　
大
般
若
経

字
抄
」
で
は
、
「
和
訓
の
注
に
片
仮
名
を
初
め
て
用
い
た
文
献
と
し
て
著
名
」

と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。

　
【
成
立
】
は
、
作
者
、
及
び
成
立
事
情
の
考
証
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ

の

点
で
興
味
深
か
っ
た
の
は
「
6
　
大
般
若
経
字
抄
」
で
あ
る
。
こ
れ
は

玄
莫
訳
の
『
大
般
若
経
」
の
巻
音
義
で
あ
る
が
、
編
者
と
し
て
藤
原
公
任

が
挙
げ

ら
れ
て
い
た
の
が
、
面
白
か
っ
た
。
藤
原
公
任
と
は
「
和
漢
朗
詠

集
」
の
編
者
で
あ
り
、
和
歌
と
漢
詩
両
者
に
渉
っ
て
拘
わ
る
人
物
で
あ
ろ

う
か
ら
で
あ
る
。

　
【
内
容
】
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
辞
書
の
特
徴
の
あ
る
内
容
に
焦
点
を
当

て

た
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
「
1
4
　
温
故
知
新
書
」
で
は
「
出
典
文
献

を
注
記
し
た
も
の
が
散
見
」
さ
れ
、
「
文
選
読
み
や
古
訓
な
ど
も
多
く
載
せ
」

て

い

る
と
さ
れ
て
お
り
、
興
味
深
い
。
「
1
5
　
塵
添
塩
嚢
抄
」
で
は
索
引

の
紹
介
と
と
も
に
本
書
と
出
典
で
あ
る
「
燈
嚢
抄
」
、
「
塵
袋
」
の
比
較
表
・

項
目
対
照
一
覧
・
事
項
索
引
を
所
収
す
る
文
献
が
紹
介
さ
れ
て
い
て
至
便

で

あ
る
。
「
4
6
　
大
漢
和
辞
典
」
で
も
、
用
例
が
博
捜
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
述
べ
た
上
で
、
「
た
だ
し
、
仏
典
の
漢
語
は
や
や
扱
い
が
軽
く
、
ま
た
、

日
本
側
の
文
献
し
か
挙
が
っ
て
い
な
い
漢
語
も
中
国
撰
述
書
に
用
い
ら
れ

て

い

な
い
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
直
ち
に
用
例
を
見
て
和
製
漢
語
と
判
断

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
、
注
意
点
を
喚
起
す
る
。
「
4
8
　
日
本
国
語

大
辞
典
」
で
は
、
「
従
来
の
国
語
辞
典
が
と
も
す
れ
ば
古
代
語
、
中
古
語

に
重
点
が
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
明
治
期
の
語
や
用
例
も
豊
富
に
盛
り
込

ん
で
い
る
点
」
を
特
色
と
捉
え
て
い
る
。

　
た

だ
、
【
諸
本
】
は
、
こ
れ
ら
の
辞
書
自
体
、
孤
本
が
多
い
こ
と
か
ら
、

諸
本
と
言
う
よ
り
も
影
印
や
翻
刻
の
紹
介
と
言
っ
た
側
面
が
強
い
よ
う
に

感
じ
ら
れ
た
。
「
4
5
大
字
典
」
の
「
現
在
で
は
冶
O
ω
年
（
平
成
4
）
年

…
「
大
字
典
」
は
絶
版
と
な
っ
た
」
と
い
う
記
述
に
、
「
大
字
典
」
の
恩

恵

に
与
る
自
分
と
し
て
は
一
抹
の
寂
し
さ
を
感
じ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
書
物
の
白
眉
と
言
う
べ
き
は
【
図
版
解
説
】
で
は
あ

る
ま
い
か
。
た
だ
単
に
そ
の
辞
書
の
代
表
的
な
箇
所
と
い
う
基
準
で
選
ば

れ
て

い

る
の
で
は
な
く
、
解
釈
の
要
と
も
言
う
べ
き
部
分
が
採
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
1
　
新
訳
華
厳
経
音
義
私
記
」
の
条
で
、
当
該

箇
所
が
「
華
厳
経
」
の
字
句
を
摘
記
し
、
割
り
注
で
音
・
字
体
、
和
訓
を

注
記
し
て
い
る
と
言
う
概
説
の
後
に
、
「
た
と
え
ば
、
「
霧
煙
」
の
条
の
「
上

音
牟
川
奇
利
」
は
、
上
字
「
霧
」
の
音
が
「
牟
（
ム
）
」
で
、
「
川
」
（
‖
訓
）

は
「
奇
利
（
キ
リ
）
」
で
あ
る
と
注
す
る
」
と
あ
る
。
こ
の
「
「
川
」
（
‖
訓
）
」

と
い
う
さ
り
気
な
い
注
記
に
、
そ
れ
こ
そ
「
霧
煙
」
で
は
な
い
が
、
霧
が
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つ
く
り

晴
れ

る
思
い
が
し
た
。
「
川
」
と
い
う
芳
で
そ
の
漢
字
の
略
字
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
永
年
古
辞
書
を
参
照
す
る
際
に
抱
い
て
い
た
疑

問
が
氷
解
し
た
。
「
7
　
法
華
経
単
字
」
で
、
「
「
妙
」
字
に
朱
声
点
が
去

声
濁
を
示
し
、
反
切
に
も
「
元
（
去
）
少
（
平
）
反
」
と
朱
声
点
が
差
さ

れ

る
」
と
あ
る
。
「
ヘ
ウ
」
と
訓
み
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
「
妙
」
と
い
う

字

は
べ
ウ
と
訓
ま
れ
て
い
た
の
か
、
声
点
の
位
置
に
よ
っ
て
去
声
平
声
が
・

示

さ
れ
て
い
た
の
か
と
理
解
で
き
た
。
「
3
1
　
和
訓
栞
」
の
「
最
終
行
の

「
あ
・
」
に
冠
す
る
△
印
は
、
そ
の
見
出
し
語
の
替
わ
り
目
を
示
す
」
と

い
う
の
も
納
得
が
い
っ
た
。

　
そ
れ
か
ら
、
些
末
な
こ
と
で
あ
る
が
横
書
き
で
書
か
れ
て
い
る
か
ら
か
、

読
点
（
、
）
が
カ
ン
マ
（
，
）
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
気
に
な
っ
た
。
こ
の

書
評
に

引
用
し
た
部
分
に
関
し
て
言
え
ば
、
す
べ
て
読
点
に
改
め
て
引
用

し
た
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。
と
に
か
く
専
攻
す
る
時
代
の
如
何
を
問

わ
ず
、
す
べ
て
の
国
語
国
文
学
科
の
学
生
必
読
の
書
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ま
る
で
感
想
文
の
よ
う
な
紹
介
に
終
始
し
た
が
、
最
後

に
一
つ
だ
け
述
べ
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
日
本
語
の
辞
書
で

あ
る
の
に
か
か
わ
ら
ず
、
梵
語
（
古
代
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
）
、
漢
語
（
古

代
中
国
語
）
、
英
語
と
い
っ
た
外
国
語
を
扱
う
辞
書
が
過
半
を
占
め
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
日
本
語
と
言
う
こ
と
を
考
え
る
際
に
、
外
国
語

と
対
照
さ
せ
る
こ
と
は
、
あ
た
か
も
己
の
姿
を
鏡
に
映
し
て
み
る
が
如
き
、

不
可
欠
な
も
の
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

（
A
5
版
、
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
刊
、
一
四
〇
頁
、
一
八
〇
〇

円
＋
税
）
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